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今
日
、
日
本
に
お
け
る
現
代
漢
方
に
お
い
て
、
詳
己
二
四
八

○
～
一
五
五
八
）
の
影
響
は
、
直
接
的
に
は
あ
ま
り
大
き
い
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
醇
己
は
、
そ
の
著
書
の
和

刻
本
は
、
十
七
世
紀
中
頃
よ
り
、
十
八
世
紀
の
始
め
ま
で
、
『
詳

氏
医
案
』
（
十
六
種
）
『
醇
氏
痘
疹
撮
要
』
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い

る
が
、
陳
実
功
の
「
外
科
正
宗
」
が
、
和
刻
本
『
（
新
刊
）
外
科

正
宗
』
と
し
て
、
一
六
六
三
年
に
出
版
さ
れ
る
と
、
蒔
己
の
著
書

の
和
刻
本
は
、
出
版
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
中
国

伝
統
医
学
に
お
け
る
外
科
治
療
概
念
は
、
「
劉
渭
子
鬼
遣
方
」
（
五

世
紀
）
が
最
初
と
さ
れ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
停
滞
を
み
る
も
の

の
、
宋
代
に
入
り
陳
自
明
の
『
外
科
精
要
」
が
出
版
さ
れ
た
。
以

後
元
代
の
斉
徳
之
の
「
外
科
精
義
』
、
明
治
の
汪
機
ら
に
ひ
き
つ

が
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
外
科
と
は
、
中
国
伝
統
医

学
で
は
、
西
洋
医
学
の
外
科
手
術
と
異
な
り
、
癖
疽
や
瘡
瘍
が
、

64

酵
己
の
外
科
治
療
概
念
の
考
察

西
巻
明
彦

外
部
に
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。
外
科
治

療
は
、
内
治
法
と
外
治
法
の
二
種
類
に
大
き
く
わ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
外
科
の
概
念
を
大
き
く
集
大
成
し
た
の
が
、
明
代

の
陳
実
功
の
「
外
科
正
宗
』
で
あ
り
、
前
時
代
ま
で
の
外
科
概
念

を
ま
と
め
、
さ
ら
に
平
易
に
解
説
し
、
外
科
手
術
も
加
え
た
反

面
、
教
科
書
的
で
あ
る
。
事
実
、
後
の
江
戸
医
学
館
で
、
「
外
科

正
宗
」
が
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
も
、
ま
た
、
詳
立
斎
の

著
書
が
出
版
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
背
景

が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
『
（
新
刊
）
外
科
正
宗
」
は
、
十

八
世
紀
中
に
お
い
て
も
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

騨
立
斎
の
『
外
科
発
揮
』
、
『
外
科
枢
要
』
は
、
病
理
論
、
治
験

の
記
載
が
多
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
応
用
の
害
と
し
て
色
彩
が

強
い
傾
向
が
あ
る
。
詳
己
の
概
念
の
中
心
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
『
黄
帝
内
経
素
問
』
の
至
真
要
大
論
で
、
中
で
も
後
世

「
病
機
十
九
条
」
と
称
せ
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
一
般
に
、
病

証
・
病
理
と
も
、
そ
の
変
化
は
複
雑
多
様
で
あ
る
が
、
臓
脈
の
病

位
、
五
気
の
病
機
と
病
証
と
の
関
係
を
「
病
機
十
九
条
」
は
、
適

確
に
表
わ
し
て
い
る
。
「
病
を
治
す
る
に
必
ず
本
を
求
む
」
、
「
必

ず
其
の
主
る
所
を
伏
し
て
、
其
の
因
る
所
に
先
に
す
。
」
と
い
う
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概
念
を
も
と
と
し
、
「
故
に
大
要
に
曰
く
、
謹
ん
で
病
気
を
守
り
、

各
々
そ
の
属
を
司
り
、
有
る
者
は
こ
れ
を
求
め
、
無
き
者
は
こ
れ

を
求
め
、
盛
ん
な
る
者
は
こ
れ
を
責
め
、
虚
な
る
者
は
こ
れ
を
責

む
。
必
ず
五
勝
を
先
に
し
、
そ
の
血
気
を
疎
し
、
そ
れ
を
し
て
調

達
せ
し
め
、
和
平
を
致
す
、
と
。
此
れ
を
こ
れ
謂
う
な
り
。
」
と

記
さ
れ
、
病
機
に
関
係
す
る
原
理
原
則
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
外

科
疾
患
に
つ
い
て
は
、
「
諸
も
る
の
痛
、
痒
、
瘡
は
、
皆
心
に
属

す
。
」
と
さ
れ
、
外
科
瘡
瘍
と
は
い
え
局
部
の
病
変
で
は
な
く
、

全
身
の
病
変
の
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
内
治
法
を
重
視
す
る
重
要

な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
酵
己
は
、
一
般
論
と
し
て
、
温
補
派
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
治
験
例
を
み
る
と
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
「
外

科
枢
要
』
に
、
「
膿
、
い
ま
だ
潰
れ
ざ
る
者
は
内
消
す
べ
し
。
膿
、

こ
れ
を
潰
れ
た
後
は
托
裏
す
べ
し
。
」
と
記
さ
れ
、
病
証
に
あ
わ

せ
て
、
適
確
に
潟
法
、
補
法
を
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
醇

己
は
、
診
断
と
し
て
脈
診
を
重
視
し
、
瘡
瘍
に
関
し
て
、
「
始
ま

る
所
は
熱
と
な
し
、
終
り
は
虚
と
な
る
な
り
。
」
と
、
重
要
な
概

『
外
科
枢
要
』
巻
一
、
「
瘡
瘍
腐
肉
を
去
る
こ
と
を
論
す
。
」
の

中
で
、
例
え
腐
肉
が
あ
っ
て
も
、
針
割
、
つ
ま
り
外
科
的
除
去
を

る
所
は
熱
と
な
し
、
一

念
を
提
示
し
て
い
る
。

行
わ
な
い
方
が
い
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
内
治
方
が
適
確

に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
外
科
的
除
去
は
必
要
な
い
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
詳
己
の
時
代
は
、
も
ち
ろ
ん
抗
菌
剤
が
な
い
時
代
で

あ
り
、
い
た
ず
ら
な
外
科
的
除
去
は
、
症
状
を
悪
化
す
る
原
因
で

あ
り
、
確
実
な
内
治
法
が
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
安
全
に
症
状
を
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館
・
北
里
研
究
所
東
医
研
）


